
毎
年
正
月
の
寒
の
入

り
に
行
わ
れ
る
の
が
、

龍
泉
寺
の
先
代
日
圭
上

人
の
代
か
ら
続
け
て
い

る
二
ノ
滝
の
滝
行
で
す
。

今
年
も
一
月
五
日

（
土
）
の
日
に
、
県
内

の
若
手
僧
侶
五
人
と
一

緒
に
滝
の
横
に
あ
る
観

音
堂
で
法
華
経
を
読
誦

し
年
頭
の
祈
願
法
要
を

行
っ
た
後
、
十
五
メ
ー

ト
ル
の
高
さ
か
ら
勢
い

よ
く
落
ち
て
く
る
冷
た

い
水
の
下
に
入
り
、
一

心
に
今
年
一
年
の
無
病

息
災
と
修
行
不
退
を
誓

い
ま
し
た
。

こ
の
度
は
松
江
妙
興

寺
の
副
住
職
で
あ
る
高

梨
貴
年
上
人
が
初
め
て

参
加
し
て
下
さ
り
、
勇

壮
に
滝
行
を
す
る
姿
が

が
翌
日
の
山
陰
中
央
新

報
の
一
面
で
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

正
月
の
も
う
一
つ
の

恒
例
行
事
が
檀
信
徒
の

皆
様
と
の
新
年
会
で
す
。

浜
田
市
金
城
町
の
温
泉

施
設
「
き
ん
た
の
里
」

で
お
風
呂
と
宴
会
の
楽

し
い
一
日
で
す
。

住
職
が
カ
ラ
オ
ケ
の

口
火
を
切
る
と
皆
さ
ん

自
慢
の
歌
を
披
露
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
最
後

は
豪
華
景
品
の
ビ
ン
ゴ

大
会
で
運
試
し
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

立
春
の
二
月
四
日
、

平
成
二
十
五
年
の
節

分
星
祭
り
祈
願
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
前
日
か
ら
あ
い

に
く
の
雨
模
様
で
し

た
が
、
無
事
境
内
で

の
水
行
と
お
焚
き
上

げ
が
行
わ
れ
、
午
後

二
時
よ
り
、
平
日
に
も

拘
わ
ら
ず
本
堂
一
杯
の

参
詣
者
の
も
と
で
一
年

の
除
厄
開
運
の
星

祭
り
、
そ
し
て
家

内
安
全
・
身
体
健

全
を
は
じ
め
そ
れ

ぞ
れ
の
願
い
に
ご

加
護
を
頂
け
る
よ

う
に
特
別
加

持
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

平
成
二
十
五

年
が
ス
タ
ー
ト

し
て
早
く
も
二
ヶ

月
が
過
ぎ
ま
し

た
。
三
月
十
一

日
に
は
突
然
我

が
国
を
襲
っ
た

千
年
に
一
度
の

未
曾
有
の
災
害

で
あ
る
東
日
本

大
震
災
三
回
忌

を
迎
え
ま
す
。

犠
牲
者
の
霊

に
手
を
合
わ
せ

供
養
す
る
と
共

に
被
災
地
の
復

興
の
為
に
お
寺

か
ら
も
出
来
る

形
で
協
力
し
て

行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
合
掌

ま
ん
だ
ら
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龍珠会

今
年
の
冬
も
、
そ
ろ
そ

ろ
幕
を
引
き
、
い
よ
い
よ

花
咲
き
競
う
春
の
気
配
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
春
分
の
日
を
は
さ
み

前
後
一
週
間
、
春
の
お
彼

岸
を
迎
え
ま
す
。

当
山
で
は
下
記
の
如
く

春
季
彼
岸
法
要
を
と
り
行

い
ま
す
。
ご
先
祖
さ
ま
へ

の
感
謝
を
込
め
、
ご
家
族

揃
っ
て
お
参
り
下
さ
い
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ

ま
す
。
尚
、
春
の
お
彼
岸
中
に

は
当
山
の
寺
宝

「
釈
尊
涅
槃
図
・
浜
田
市

文
化
財
、
日
蓮
宗
宗
宝
指

定
」
の
お
開
帳
展
示
を
致

し
ま
す
の
で
合
せ
て
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。
合
掌

記

一
、
日
時三

月
二
十
日

(

春
分
の
日)

午
後
二
時
よ
り

一
、
内
容春

季
彼
岸
法
要

彼
岸
法
話

ぜ
ん
ざ
い
供
養

※
十
八
日
（
月
）
、
午
前
九
時

よ
り
本
堂
・
境
内
並
び
に
墓
地

の
清
掃
奉
仕
を
行
い
ま
す
の
で

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昼
食
（
お
弁
当
準
備
）

の
後
、
午
後
一
時
よ
り
月
例
の

守
護
神
講
と
お
加
持
、
和
讃
練

習
を
行
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご

参
加
下
さ
い
。編

集
後
記

「
我
が
こ
の
土
は

安
穏
に
し
て
天
人
常

に
充
満
せ
り
」
毎
日

読
む
法
華
経
の
経
文

で
あ
る
。
お
正
月
か

ら
二
カ
月
の
行
事
を

振
り
返
り
、
ま
ん
だ

ら
の
テ
ー
マ
を
「
我

此
土
安
穏
」
と
し
た
。

仏
様
が
見
る
こ
の

世
界
は
い
つ
も
穏
や

か
で
神
々
と
衆
生
が

一
緒
に
暮
ら
し
て
い

る
と
説
か
れ
る
。

し
か
し
、
我
々
衆

生
は
、
無
知
で
あ
る

が
故
に
こ
の
世
界
は

終
末
と
な
り
燃
え
尽

き
て
し
ま
う
と
み
て

い
る
の
で
あ
る
。

つ
ら
い
事
や
悲
し

い
事
は
尽
き
な
い
け

れ
ど
、
如
何
な
る
時

も
こ
の
一
年
、
仏
様

の
心
持
ち
で
過
ご
し

た
い
も
の
で
あ
る
。

再
拝

３月の唱題行

月日 ３月２８日(月)
時間 午後７時より
※ １時間の心の修行です。

『法華経を学ぶ』

月日 ３月１０日（日）
時間 午後３時より

化城喩品第七

第１回冬の寺子屋開催
五色百人一首を楽しむ会

去る２月１６日（土）初めての冬の寺子
屋として、「五色百人一首を楽しむ会」が
開催されました。檀家の川神正輝さんをは
じめ県内の先生たちの指導で、夏の寺子屋
に来てくれた小学生１１人が参加してくれ
ました。
小学２年生と４年生の子供たちで、初め
ての子もいましたが、みんな楽しみながら
百人一首を勉強し、また参加したいと答え
てくれました。これからも先生たちの力添
えで開催したいと思います。

龍
泉
寺

小
寒
滝
行

招
福
新
年
会
・き
ん
た
の
里

平
成
二
十
五
年

節
分
星
祭
り
祈
願
祭


